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要 旨
本研究は、地域で両親 と共 に生活を している青年期か ら壮年期の統合失調症を抱える人
の就労に対す る意識 を明 らかにす ることを目的 として、都内の精神保健福祉関連施設に通
所 している6名(男性5名 、女性1名)を対象に 「自分が働 くことについてどの ように考 え
ているか」についてインタビュー調査を実施 した。
その結果、8つ のカテゴ ソーが抽出された。 【就 労することを考 える動機に関する意識】
があることで 【就労す ることに前向 きな意向を持っている】や 【就労することに自信がある】
といった就労に対する前向 きな意識を抱 いている。一方で 【就労することに積極的ではな
い】や 【就労を目指す時期が漢然 としている】といった就労に対す る消極 的な意識 も抱いて
お り、双方 の間 に【就労することに自信が持てない】、【自分が就労する姿が想像できない】、
【自身の就労に関わる他者への期待】といった意識があ り、就労に向けて行動に移すことを
阻害 していた。
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1.は じめ に
1.研 究 の背 景
精神障害者に対す る支援の在 り方は近年大 きく変遷 している。かつては入院中心 の医療
提供 であったが、平成5年 改定 の 「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」 に"障 害
者 の日常生活及 び社会生活を総合的 に支援す るための法律 と相 まってその社会復帰の促進
及 びその自立 と社会経済活動への参加 の促進のために必要な援助 を行 う"と明記 されたこと
を皮切 りに、地域 にお けるケアが中心 の医療提供へ と変わ って きている。平成16年 「精
神保健医療福祉 の改革 ビジョン」 により"入院医療 中心か ら地域生活中心へ"とい う基本方
針が示 され、平成18年 に施行 された 「障害者 自立支援法j(現 「障害者総合支援法」)
に精神障害者 が含 まれたことと相 まって、精神障害 を抱 える人々が地域で 自立 した生活 を
してい くためのサポー ト体制の強化 が進められている。
精神障害者 が地域で自立 した生活を送 り社会参加 をしてい くにあた り、大 きな課題 の1
つ として挙 げられ るのが、経済的な自立 である。精神障害者 によって収入の得方 はそれぞ
れであ り、生活保護の受給や障害者年金、就労による収入 などが挙 げられ るが、 いずれの
方法であって も精神障害者 の収入 は多い とは言えず、特 に就労における賃金 は低 いことが
大半である。 「障害者雇用実態調査結果j(厚生労働省,2009)による と、精神障害者 の1
か月の平均賃金 は、15万9千 円(超過勤務手当を除 く所定内給与額 は15万4千 円)と
なっているが、週所定労働時間別にみ ると通常(30時間以上)の者が19万6千 円であ る
のに対 し、20時間以上30時 間未満 の者が8万3千 円、20時間未満の者 が4万7千
円 とな ってお り、就労可能な時間による差が大 きい。山根,中 川,草 地,磯 村,赤 瀬
(2014)によると、精神障害者の場合、疾患や障害特性 の理解が難 しいことや社会的偏見な
どから一般就労が難 しい現状 となっている。また、厚生労働省の 「障害者 の就労支援対策
の現状 と課題」によると、就労系障害福祉サー ビスから一般企業への就職へ繋が った割合
は4.196(2015年度)であ り、ほとんどの利用者が一・一…般就労へ繋がっていないと言える。
一方、 「東京都福祉保健基礎調査j(東 京都福祉保健局,2013)の「障害者の生活調
査」によると、誰 と一一緒 に生活 してい るか とい う項 目に対する回答で最 も多かったのは
「一人暮 らし」 の37.70/oであ り、年齢別 の内訳で見 ると29歳以下の一人暮 らしの割合 は
15%と少ないが年齢が上が るにつれ増加 し、40歳代 では33.196、60歳以上では56.3%に
達 している。早野(2005)によると、現在 は両親 と同居 している人が、両親がいな くなった
時に経済生活を どのように維持 してい くのかが課題 となる人 は多い と考 えられている。 よ
って、一人暮 らしで生活 をしてい く上で収入 を精神障害者 自身が得 ることは重要であ り、
収入の有無や額 に関す る悩 みを切 り離す ことはできないと推察で きる。
精神障害者 の就労希望 に関 して、 「精神保健福祉基礎調査」(名 古屋市健康福祉局,
2003)では、現在就労 をしていない人の うち、入院者では就労希望者 が多い(59.596)のに
対 し、地域 に戻 った通院者 は就労 を希望 しない者(47.8%)が希望す る者(41.7%)を上回 って
いる。 また、入院者、通院者 どちらも年齢が上がるにつれて就労希望 が減 る傾 向にある。
自立 した生活や社会参加 を目指すために退院 し地域 での生活に戻 り、デイケアや通所施設
において就労を目指すプログラムへ参加 したことが心身面 に影響をあたえ、就労への意欲
を失わせて しまっている可能性 も考 えられ る。また、外来の精神障害者の精神科初診時 の
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年齢 を見 ると、20歳未満が41。Oo/oを占め、40歳以上 は20.1%となっている。疾患別に見
ると統合失調症は20歳未満が56.2%を占めるのに対 し40歳以上は6.2%に過 ぎない こと
か ら、在学中の発病 が多 く就職経験 もな く社会生活への適応 に困難 を有す る者 も多いこと
が伺われ る(内 閣府,2011)。青年期や壮年期ではまだ就労 の機i会が多いのに対 して、年
齢が上がるにつれて就労が困難 になる。青年期 はまだ一人暮 らしの割合が多い とは言 えな
い世代 であ るが、 この先歳 を重ね るにつれ保護者 との死別等 によ り一人暮 らしす ることを
余儀な くされることが大 いに考 えられ る。その ような状況で就労す ることを考 えた際 に、
青年期や壮年期 での就労経験 の有無は就労のしやすさに大 きく影響すると考 えられる。
以上 の点から、若年層 の精神障害者 の就労 に対する意識や取 り組みは、当事者の将来 の
社会生活 に関わ りが深い と言え、 そ ういった世代 に対する就労支援の体制強化 は精神障害
者 の社会参加の促進 に繋が ると考 えられ る。 よ り良い就労支援体制を構築す るにあた り、
まずは精神疾患を有す る当事者の意識 を明 らかにすることが必要であると言える。特に若
年層での発症が多い統合失調症 に焦点を当て ることで、当事者の意識や問題点が明確にな
ると考 え、地域で生活する青年期か ら壮年期の統合失調症を有する人の就労に関す る意識
を明 らか にす ることを目的 とした。
2.用 語 の定 義
・就労… 「障害者総合支援法」にお ける就労系障害福祉サービスの事業概要に基づ き、雇用
契約に基づいた就労(就 労継続支援A型 事業以上)と する。
・就労 に対す る意識…本研究 においては、「自身が就労す ることについて どのよ うに考 えて
いるか」 とす る。
3.研 究 の 目的
地域で保護者か ら何 らかの援助 を受 けなが ら生活 をしている青年期 か ら壮年期の統合失
調症を抱える人の就労に対す る意識を明 らかにすることを目的 とする。
4.研 究 の意 義
本研究の結果に より、地域で生活す る青年期 から壮年期 の統合失調症 を抱 える人が就労
に関 して考 えてい ることが明 らか とな り、彼 らに対 する支援の見直 しや発展 に繋 がること
が期待 され る。
II.研究 方 法
1.研 究 デ ザ イ ン
質的記述的研究デザイン
2.研 究 対 象
研究対象者 は、東京都内の精神保健福祉関連施設 に通所 してお り地域で保護者 から何 ら
かの援助 を受 けなが ら生活 をしている青年期か ら壮年期の統合失調症 を抱 える人 とした。
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3.デ ー タ収 集 方 法
1)調 査 期 間
2016年9月か ら11月
2)研 究 対 象 者 の募 集 方 法
施 設長 の了承 を得た後、施 設内 にポ スター を掲示 し研 究対 象者 を募 集 した。ボス タ
ーで研究対象者 が集 まらない場合 は、研 究代 表者 が直接施設 へ出向 き、研究対 象候補
者 に研 究の主 旨を直接説 明 させていただ く機会 を設 けた。
3)デ ー タ収 集 場所
インタビュー は対 象施 設内 にあ るプライバ シーや個人情報 を守れ る個 室 を利用 し
た。
4)デ ー タ収 集 方 法
研 究の説明 を行い同意 が得 られた上 で インタ ビュー を行 った。 インタビューの冒頭
に対象者 にフェイス シー ト(表1)を 記入 して もらい、 フェイスシー トの情報及 びイ
ンタ ビューガ イ ド(表2)を 用 いて半構造化 イ ンタ ビュ 一ーを行 った。 イ ンタ ビューは
「自分 が働 くことにっいてあなたは どの よ うに考 えてい るか」 に沿 って実施 した。 イ
ンタ ビュー調査実施 時は研究対象者 の同意 を得 た上 でICレ コーダー にて録音 を した。
4.デ ー タ分 析
データ収集後、インタビュー内容を逐語録 に起 こした。逐語録 から 「就労 に対する意識」
について述べ られている文脈 を抽出 し、 コー ド化 を行 った後 に共通要素 をまとめて抽象度
を上げ、サブカテ ゴリー化 とカテゴリー化 を行 った。
5.倫 理 的 配慮
研究 同意が得 られた場合で も、いかなる時点 において も研究協力 を拒否す ることは可能
であ り、拒否 した ことによる不利益 は一切生 じないことを研究協力施設施設長及び研究対




1.対 象 者 属 性
対象者 は東京都 内の精神保健福祉関連施設に通所 しなが ら地域で生活 している、青年期
から壮年期の統合失調症 を抱 える6名(男 性5名 、女性1名)で あ った。利用施設毎 の対
象者数は施設地域生活支援セ ンター(以 下、施設Aと す る)が3名 、就労継続支援B型 支
援事業施設(以 下、施設Bと する)が2名 、生活訓練(以 下、施設Cと す る)が1名 で




40歳代、男性。統合失調症 の診断年齢 は30歳代前半。両親 と同居 している。高校生の
頃に発病 し、 当時の診断名 はノイローゼだった。
20歳代後半の時、30歳を前に仕事 を何 もしていない とその後 もず っと仕事ができない
と周囲から言われた ことをきっかけにアルバ イ トを始めた。 アルバ イ トは肉体的 にも精神
的にも辛 く、元 々あ った自暴 自棄 がさらに強 くなっていった。 自暴 自棄だった ことや周 り
に良い顔 をしたかったこと、 さらに当時交際 していた女性の影響 を受 けて薬を飲む ことを
やめて しまった ことから症状 が悪化 し、 アルバ イ トに行 かな くな りそのまま辞 めることに
なった。
アルバイ トを辞めてか らは、以前通所 していた地域活動支援セ ンターに再び通所 してお
り、5年前か らは施設Aが 運営す るレス トランにスタッフとして参加 している。
「経済的自立 より精神的 自立 を先 にす るべ き」 と両親か ら言われ、A氏 もその考 えを理
解 していることから自身が就労することについて気 にしてはいるが、それよ りもまずは精
神的 自立をす ることが必要だ と考 えている。ゆ くゆ くは障害者雇用等で働 けるようになれ
ば良い と思っているが、 それよ りも現在の施設 に継続 して参加することの方が大事だ と思
っている。 自分 に自信を持つことができず働 くことを半 ば諦めてお り、就労支援施設等へ
行 くレペルにもまだ達 していない と思 っている。働 くことを焦 りた くない とも思ってお
り、現実 としては今 の生活を維持 したいと思っている。
2)B氏
20歳代、女性。統合失調症の診断年齢は10歳代前半。両親 と同居 している。就労経験
はない。現在は、障害者年金 を受給 してお り、生活費は両親が全て賄 ってい る。
退院後か ら、生活 リズムを整えるために自宅近 くのデイケアに通所 を開始 した。デイケ
アの近 くにある施設Aが 運営す るレス トランへ行 く機会が何度かあ り、そこで働 く人たち
が楽 しそ うに見 えた ことか ら施設Aに 興味を持 ち、2年 半ほ ど前か らデイケアと施設Aの
2施設 を利用 している。
発症後から20歳頃まで調子が悪か った こと、両親か ら働 かな くて良いと言われたこと
等か ら、今 まで働 くことを考 えたことがない。電車 に乗 って通勤 してみたい とい う憧れや
成人 しているとい うことを理由に働 いてみたいとは思っているが、具体性はな く、就労 に
向けた取 り組 みも一切 していない。興味があった施設Aの レス トランへの参加 も、 まだ自
信がな く先 に進んでいない。
また、障害者年金 を受給 していることや作業 による工賃 を貯金 していることか ら、両親
が亡 くなって一人になった際で もある程度生活はできると思 っている。
3)C氏
30歳代、男性。統合失調症 の診断年齢 は20歳代後半。持 ち家で一人暮 らしを してい
る。
学生時代 にアルバ イ トをしていた職場 で社員登用 をされ、3年間正社員 として働 いた。
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高校生の頃から 「自分 とは何 か」、 「他者 とは何かjと ず っと考 えている。周囲の人が
目指す ような結婚や出世な どに一切興味を持てず、大学生 の頃は周囲の流れに乗 って就 活
を したがす ぐに就活 をやめて しまった。
30歳目前になって も周囲の人が目指す ような生活 に興味 を持つことができず、周囲の人
と自分 を比べて 「人生 これで良いのか」、 「自分 は社会不適合者だ」等 と考 えるよ うにな
り、思いつめて1年 間引きこもっていた。母親 に連れ られ精神科病院へ行 き、入院 となっ
たことで症状が明 らか となった。
約7年 前か ら施設Aを 利用 している。数年前 に再 び働 くことを考 え、施設A内 の他利用
者か らの紹介で就労移行支援施設 に通い始めた。実際に仕事を行 ってみて、スタ ッフか ら
はいつで も就職できると言われ、 自身でも仕事 はで きると思 ったが、他の利用者の就労 に
対する気概 に負 けていると感 じた ことや就労移行支援事業の利用可能期間であ る2年 の間
に就職等の次 のステップを決めなければならないことに疑問を感 じ、就労移行支援を10
か月で辞めた。現在 は、就労継続支援B型 支援事業施設 と施設Aを 併用 している。
現在 も、仕事はで きると自分で も思 うが周囲の人 と比べて意欲がないと感 じてい ること
か ら自信が持てず、できるはずの仕事をずっ と遂行 してい くことがで きない と思 ってい
る。意欲が湧 いてきた ら就労等の次の道 に進 もうと考 えてい る。友人の影響 もあ り、現在
は焦 って働 くよ りも自分 らしく生 きることを大切 にしようと思 うようにな った。働 くこと
の楽 しさや大切 さは理解 してお り、働 くことで しか得 られない喜びもあると思 っている。
亡 くなった叔母の遺産 によ り持ち家に一人暮 らししているが、近 くに住 む母親や姉か ら
資金や生活面での援助 を受 けてい る。金銭面 において現在 も生活はギリギリと発言は して
いるが、焦 りはな く今後 も生活 をするお金 はあると考 えている。
自身の就労移行支援での経験 を踏 まえて、就労移行や障害者雇用 に進む前 にもう一段階
レベルを下げた支援があれば良いと思 うようになった。
4)D氏
30歳代、男性。統合失調症の診断年齢 は10歳代。グループホームでの生活 を経た後 に
一人暮 らしを始め、現在9か 月が経過 した。就労経験 はない。
障害者年金 と生活保護 を受給 して生活 をしている。近 くに住む両親 から金銭面や生活全
般 の援助 を受 けている。
現在 は就労継続支援B型 事業施設 と施設Aを 併用 している。
一人暮 らしを始め る際に生活保護の受給 の話が持ち上が り、一人暮 らし開始3か 月後か
ら受給 が始 まってい る。生活保護 を受給す るようにな り、一生生活保護 には頼 りた くない
と感 じ就労す ることに関心 を持 った。現在 は 「家賃 ぐらいは自分 で稼 ぎたい」 と思ってい
る。
周囲の人たちからのア ドバ・fスによ り、早 くて1年 後 くらいから就労移行支援 に行 き、
2年間の支援 を受 けた後 に就労 をしたいと発言す る一方で 「まだ何 も決めていない」 とも
発言 してお り、本人の中で明確 な時期 はない。
また、友人 の体験話 を聞 き働 くことのイメージについて週5日 通 うことや就労開始 当初
は1日4時 間の勤務などと語っているが、仕事 の中身等については何 も考 えていない。
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5)E氏
50歳代、男性。統合失調症 の診断年齢 は10歳代前半。両親 と同居 してい る。現在 の母
親は父親 の後妻であ り、血縁関係 はない。
現在 は障害者年金 と施設Bの 作業 の工賃の一部 を家 に入れているが、基本的な生活費 は
両親が賄 っている。
中学校卒業後か ら父親が営む家業 を手伝 っていた。20歳代前半に入院 し、退院後 に父親
の知人の元で1年 間生活 し知人の仕事 を手伝 った。実家 に戻 ってか らは再 び家業を手伝 っ
ていたが、仕事 にお ける義兄 との人間関係や両親への気まず さか ら引 きこもることが何度
かあった。40歳代前半 に8年 間引 きこもり、食事が満足に取れな くなったことな どか ら半
年間の入院 となった。入院中に父親が実家の近 くの作業所 を探 し、退院後か ら現在の施設
Bに通所 している。
両親 が高齢であることや両親か らの意見 によ り、そろそろ就職を してみたい と考えてい
る。実家で働 き続 けるよ りは他 の場所で就職 をしたい と思っている。就労形態 にあま りこ
だわ りはな く、一般就労 と就労継続支援A型 事業 の両方 を視野 に入れている。以前施設の
スタ ッフか らの紹介で就労継続支援A型 事業施設 の見学 に行 ったが、環境等 を理 由に利用
には至 らなかった。 また、仕事 に対す る不安等か ら就労へ踏み出す勇気が出ないでいるた
め、2、3年の うちに働 きたい と発言する一方で、両親がまだ元気であることを理由に就労
に向けて取 り組むことを先延ば しにす るよ うな発言や、生活保護を受給 した くないから働
きたいが どうして もな ら生活保護受給 も仕方 ない、等 の両価性のある発言が多い。
現在 は、施設スタッフか ら勧め られた就労継続支援A型 事業 における早朝 の清掃業務 を





10歳代後半から様 々なアルバイ トを経験 してお り、正社 員 としての就労経験 も数年あ
る。10歳代前半か ら麻薬 を使用 してお り、20歳代前半の時 に逮捕された。逮捕 を機 に自
分のそれまでの行動 を反省 し、出所後 は心を入れ替えて生活 をす ることに努めアルバ イ ト
に打 ち込んだ。約1年 でチーフにもなったが、勤務時間の長 さや プライベー トの忙 しさに
よ り躁状態のようにな り、再 び体調 を崩 し入院 した。その際に、診断名が統合失調症 とな
った。
退院後、本人はす ぐに働 くつも りでいたが、両親 に働 くことを止め られた。退院の10
年後 に両親 から働 く許可があ り、す ぐにアルバ イ トや一般就労 を探 したが、10年以上 のブ
ランクがあ ることや精神疾患を有す ることから思 うように仕事 は決 まらなかった。 そんな
折に母親か ら作業所 への通所 を提案 され、初めは行 く気が起 きなかったが見学 に行 きスタ
ッフと話 をした ことで就労支援事業施設への通所 を決め、現在 は生活訓練 に通 っている。
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現在 も就労す ることに意欲的であ り、将来アルバイ ト等で レギュラーワーカーになるこ
とを目標 としている。一般就職 もできたら良い と思っているが、就職 は希望の ようなもの
であ り、手が届 かないと感 じている。 アルバイ トに関 して も、精神障害を抱える人が再 び
働 くことの難 しさを感 じてお り、焦 らず に10年ほどの長い時間 をか けて就労 を目指 して
い こうと考 えている。
就労す る目的 として金銭 を稼 ぐことを重要視 している様子であるが、両親が亡 くなった
後 も食費以外のすべての生活費を両親 の遺産で賄 うつ もりでいると語 るな ど、生活 にかか
るお金 に関 して理解が不足 している。
両親 に働 くことを止め られていた10年間に自身が働 くことについて常 に考 えてお り、
10年間に考えた働 くことへのこだわ りが現在の施設での参加の仕方や今後の就労 に対す る
意識に大 きく影響を与えていると感 じている。
3.就 労 に対 す る 意 識 に 関 す る分 析
地域 で生 活す る統 合失調 症 を抱 え る人 が抱 く就労 に対 す る意識 に関 して、91の コー ドが
抽 出 され た。91の コー ドか ら30の サ ブカ テ ゴ リーが抽 出 され、 更 に8つ の カテ ゴ リ・一一が
抽 出 され た。以 下、 カテ ゴ リーは 【 】、 サ ブ カテ ゴ リー は 〈 〉 で表 し、対 象者 の語 り
は/聯 体ソ で示 す。 カテ ゴ リー、 サ ブ カテ ゴ リー、 コー ドを一覧 にま とめた もの を(表
4)に 示 す。
【就労す ることを考 える動機 に関す る意識】
【就労することを考える動機 に関する意識】 は、 〈生活保護を受けた くないか ら就労 を
目指す〉、 〈両親が健在の うちに就労 をしたい〉、 〈周囲の人に影響 された ことで就労 に
関心を持 っている〉、 〈働 くことは好 き〉 の4つ のサブカテ ゴリ 一ーか ら構城 された。
対象者に とって生活保護を受給か否か ということは大 きな問題であ り、 〈生活保護を受
けた くないから就労 を目指す〉 とい う動機 としての意識が語 られた。生活保護の受給が始
まった ことで就労 していない自分 に直面することにな り、就労することに意識が向いた
り、生活保護 を受 けた くないか ら就労 を目指 したい と感 じていた。
r…やつぱ クー入暮 らLな ん で一一、 ちよつと生活費 ぐらいは、 ちよつと蛋1分で一、(中
略ク まあ、あ、盈i7?c、い 一二生生深 に頼 クた ぐないんで一、ノ(D氏 ♪
fそれ 〔首分 で働 げるよ うに ムでお ぐことク ぱ しな ぐちゃいげないな っで。二生活保護 ぱ
受 げた ぐないか ら一。 うん、 まあどこまででぎるかわかんないげと適 。 うん。ノ(君
氏♪
また、保護者 の元で何 らかの生活援助を受けている人 を研究対象 としたことか ら、特 に
両親 についての語 りも多 く、 その中か ら 〈両親が健在の うちに就労を したい〉 とい う意識
が見 られた。両親が亡 くなった後 の自身の生活 について少なか らず心配 していた。 また、
就労 をす る時期 については未定であるが両親の年齢が気がか りであった り、両親が亡 くな
った後 の自身の生活 にっいて考 えをめ ぐらせ両親が健在 のうちに就職 をしたい と考 えてい
た。
8
fうん、 何 か_、 まあ 一一、 盲分 ら ㈹ 翻6、 る う80週 ぎで るん で一、 る ういつ ど う
な るかわ か んな いっつ 一ん で一、 そ の前 ～こ、 ど っか就職 しで一、 う一ん、 一一般 で、 る ラ
何 で も、14型で る何 で るいいか ら、 身立 で ま るよ うに、 した い、 ですね。ノ(㊨ 氏♪
π何 年以 内 っで い ラのぱ な いげ ど、 … う一ん、 今 る ラ親父 た ちが82、83な ん で、 … ラ
ーん、90ま で生 ぎで るのか な ク生 き でるのかわ かん な い ですね。 さ らっ と逝 っちや った
クね。.突撚 とかね。 ま あ近 い うち っで感'じで ナか ね。ノ(五 氏 ♪
/一うん親 のお・金 、 ぱ ア テに しでな いっで い うか、 身分 で、 そ の、 食費 を稼 ぐつ る クぱあ
る っで い うか、 うん 一、 ま あ、 仕事 か ち逃 げ でな い っでい うか、 何か る ラ、薩{じられ な
い ことが あ っで、親 の金 が な ぐな った峙 ～ご、盈 活 保護 を、使 って、∠生 まるか、 その碍曹
分 が何 か 奇跡 的 κ就職 しで、 ま あ、 お・父 さん とお 母 さん が後20年 後 生 また時 に、就職
しで、20…5万 丹 ぐらい稼 い でいれ ば 生活 深護 を受 げ る必 要fEまな いL、 まあ色 々な、
こ う可能 盤 ぱ、 考 え で います よ っ でこ と、ノ(㌘ 氏♪
【就労することに前向きな意向を持 ってい る】
【就労す ることに前向 きな意向を持 っている】 は、 〈自分がで きると思 うタイ ミングで
就労 をしたい〉、 〈生活す る上で働 くことは大切である〉、 〈就労す ることについて目標
や希望があ る〉、 〈元気な うちは働かなければならない〉、 〈働 かない時期 に考 えた思い
を抱 き続 けている〉、 〈自分のためになるから働 きたい〉の6つ のサブカテゴ リーか ら構
成 された。
各対象者 が就労 したい と考えてお り 〈自分ができると思 うタイ ミングで就労を したい〉
とい う意識 が見 られた。時期 に関 しては各対象者様 々であ り、近 い うちに就労を したい と
考えている対象者や就労移行支援を終 えてから働 きたい と考えている対象者がいることが
わかった。
fで2年、 傭 労移行支援がワ瀦 になっで一卒業 乙た愛、そっちのな ラこ、勧 またい
なと想 っで。ノ の 氏♪
rまあつ、 ラん。 る ラぞろぞろ就職 弧始めで、みたいとぼ想 っでるん ですげと㌔ ノ(tE
氏ク
就労 したい思いについては、多 くの対象者か ら 〈就労す ることについて目標や希望があ
る〉 ことが語 られていた。一般就労や就労継続支援A型 事業に行 くことを目標 として体験
等に行 っている対象者や、 まずは就労移行支援に行 きたい と考 えている対象者が見 られ
た。施設での経験等から職種 について希望を持つ対象者 も見 られた。また、過去 に就労経
験 があ る対象者 は以前働 いていた ように再 び働 きたい と考 えていた。
fぞうナるとだ、からLゆ う、Lゆ う、就労 のごと6就 労 に向 げ・た取 クノ組みク ぱ、やっで
み走 いですげど…Vの 氏♪
r…何∠互7か、何回か ってい うか こないだ、あの一、Tの 方 で、綴 、冤学～こ行 って、体
齪 を少L、 しでまたん ですげどS-ny.、ん一、A二型の。行 っできたん ですげど(焚 い♪ やっ
なρクちょっと合わないか な一と想 っで止 めに乙たん ですげと㌔ 今探 ムでます。色々
と。ノ09氏 ♪
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rあの 一、就労支 慶 ～ご行 っでVd.一、パ ソ コン、 を、 こ う、1年 か2年 や っで一、 あ の一、
ぞ うい ラ手 るあ るん ですげ ど一、 ま あ字 窃紛麗 乙)やな い し(笑 い♪ だか ら、 で きな いか
な 一 っで想 って、 それ よ ク、 ま あ、軽 作 業み た いな のが いいか な 一 っ とぱ想 いま すげ
と㌔ ノ(五 氏♪
fだか らまあ 一、 ぽん と一、 ぼん とに一、元 に戻 っで一、 あ の、 フ 〃一 アルバ イタ ー と
か で、 レギュ ラー クーカ ー～こな る とか夢 はあ る伝 え でぱあ るん でナが 、ノ 伊 氏♪
就 労 す る こ とを考 える理 由の一 つ と して 〈自分 の ため に な るか ら働 きた い〉 とい う意 識
が あ った。過 去 に就 労 経験 が あ る対 象者 は就 労時 の働 く楽 しさを覚 えてお り、働 くことで
働 く喜 び を得 たい と感 じてい た。 また、就 労 で得 る収 入 で 自分 の趣 味 に取 り組 む こ とが で
き るよ うにな る と考 えて い る対 象者 もいた。
r攻ス るるちうん そ うでナ げど一、 …勧 ぐご とSCよっ で得 る労 働 の喜 び2(を 得 た いク
仲 略ク う一ん 、 ぞ う…か な …勧 ぐことに よ っで しか、 得 られ な い喜 び ってあ る と想 う
ん です よノ(ctc♪
/甲うーん、 それ ぱ楽 しみ のため で るあ る 乙一、 ぐ中略ク うーん、6趣 味 を や るた め にク
る、 うん まあ、稼!ぎた いと想 っ でます。ノ(tE氏♪
【就労 を目指す時期が漠然 としている】
【就労 を目指す時期が漠然 としてい る】 は、 〈現在 は就労す ることを焦っていない〉、
〈もし機会 があれば働いてみて も良いかな と思 う〉、 〈就労 に向けて何 も動かない ことは
不安〉、 〈今 はまだ行動 に移 していないが働 く気はある〉、 〈就労を目指す時期は漠然 と
してい る〉 の5つ のサブカテゴリーか ら構成 された。
就労 を したい と発言をす る一方で、 〈現在は就労す ることを焦っていない〉 とい う意識
も見 られた。将来的には就労 をしなければ と感 じてはいるが今はまだ生活 に困っていない
ことや両親が健在であることから就労す ることを焦 っていない。 また、就労す るよりも自
分 らしく生 きることを大事に したいと考 えていることが就労す ることの優先度 を下 げてい
ることがわかった。
ズでる、 その 働 ぐごとの大 勿さや楽 ムさを理解 するク ー方 で、よ うや ぐ今 の身分 を受
げスれ られ るよ うになった とい うか、身分 とぱ何か、 とか、ぞ ういラ答えが、見 つか つ
た とい うか、 それを、あ るが ままの身分 を受 げスれ る、今、の身分 が でまることとぱ何
か、 とノか、ノ`C氏.)
rギグギグだな一って感ガ ですね。だから…まあ(勧 ぐことをク薙 っでな いのか る乙れ
な いでナげとも ノ`C氏 ♪
fうん。 まだ、 侮 親がワ元気 なんで 礁 っでいな いク。 それ で病気 でるざれたらス院
で るされた らるラ、 るラ、大変だが。-/(宏氏♪
就労 を目指す時期 に関 しても、 〈就労を目指す時期 は漠然 としている〉 とい う意識がみ
られた。就労を目指すための就労移行支援等への移行や就労す ることを前向きに考 えて は
いるが、その時期は自分の中では明確 になってお らず、周囲の人の意見 に左右 されがちで
ある。両親 の有無等 自分が置かれ る状況を考えて就労を しなければ とい う思いはあるがそ
れが 自分の中で時期 を考 えることには繋がっていない。
10
Lいや、 る うち よっ と前、か ら6就 労 移 行 支援 に行 ぐク 話 ノまムて ます よ、 ス」タソフ さん
と。 まああ と1年 愛 ぐらい、 だ と、観い ます。 医者 で るま あ、逓 院 先でぱあ クまナ げ ど、
`1年b後ぐ"らい と書われ たクノ(Z)氏 ♪
r何年以内 っで い うの!まな いげ と㌦ … うーん、 今 る ラ親父2をちが82、83な ん で、 … う
一ん、90ま で生 まで るのか な2(i笑い♪`中 略♪ まあ近 い うち っで感0で ナかね。 ラ
ーん、3年 ぐらい23年 だ った らまだ黄 いんだ げ ど(笑 い♪ まだ まだ、5か6年 ぐら い
か な(笑 い♪ ノ ω 氏♪
【就 労 す る こ とに積 極 的 で はない】
【就 労 す るこ とに積極 的で は ない】 は、 〈現在 は就 労 に向 けて活動 す る気 はない〉 、
〈就 労 す る こ とに積 極 的 で はな い〉 、 〈生活状 況 に よって は就 労 で はな く生 活保 護受給 も
一 つの方 法 だ と思 う〉 の3つ の サ ブカ テ ゴ リ 一ー一か ら構成 された。
就 労 を した い とは思 って い るが、 現在 は就 労す る こ とよ りも現在通 所 してい る施 設 で の
生活 を優 先 したい と感 じてい た り、 就労 したい とい う気持 ちが就 労 につ なが る施 設へ移 行
す る等 の意欲 にまで は繋 が らなか った りす るこ とか ら、 〈現 在 は就 労 に向 けて活動 す る気
はない〉 とい う意 識 が見 られ た。
π 乙勧 ぐとい うごとに対 しでク あん ま ク贋極 的 じゃ(笑 い♪ な いと想 レ・ま す。ノ(宥
氏♪
rうーん、 ま あ 乙働 ぐよ クる)00で い いか な と思 っ で。 ぞded8t-・・一、 働 げ る よ うicなっ
で一、週2で 働 げ るよ う～こな っで、 まあ、 ぼ"ぐ、定 年 ぐらいま でなた らぱた ら働 い、
で、勧 げ寿 ら一、 ぞ クやい いな と思 うん でナ げと㌦ ま あ00で ちゃん と、 で いいな っ で
感0で ナ よね それ よ クる。-/64氏 ♪
就 労 に向 けた施 設 へ通 所 を して みて も他 のメ ンバ ー と比 べ る と自分 自身 は就労 す るこ と
へ の熱意 が 弱い と感 じて いた り、 自身 で も働 きたい とは思 うが今 は働 くこ とに積極 的 で は
ない と感 じて い るこ とか ら、 〈就 労 す るこ とに積極 的 で は ない〉 とい う意 識 が あ る ことが
わ か った。
r(evぐとい うことにガ ムでク あん ま ク積翻 的oや(契 い♪ な いと想 いま す。ノ(B
氏♪
πあ の、年 金 とか るら っで てお金 とか 屋1ってな いの で一・、 ま ああん ま ク働 ぐ必要 るな い
のか な 一 って い ラ。葡『金 るあ るの であん ま クお・金 に厨 っでな いの で一、ノ(参 氏♪
【就労す ることに自信が持てない】
【就労す ることに自信 が持てない】は、 〈就労す ることに自信 が持 てず先 に進めな
い〉、 〈就労 による心身面への影響 に不安があ る〉の2つ のサブカテゴリーか ら構成 され
た。
自身が就労す ることを考 えた際に、 〈就労す ることに自信 が持てず先 に進めない〉 とい
う意識が見 られた。就労経験 がない対象者は仕事 に対 して責任 を持つ自信 がなかった り就
労を して も仕事がで きるかがわか らないために就労に向けて踏み出す ことができない。 ま
た、就労経験がある対象者 も与 えられた仕事 を全 うできるか不安に感 じることで就労 に踏
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み出す ことを難 しくしてい る。施設等の作業で仕事ができると感 じていても、それ をず っ
と遂行す ることはできない と思っていることも就労 に向けて動 くことを躊躇 させていると
言 える。
rなんか、まだ…そこまで身傷がないとい うか、 ζ中略♪ なんか…大変 そ うだなあっで
(笑い♪想 っで、なかなか… ぴ葬r業に参吻 できないクノ(B氏 ♪
/謄まあ仕箏 した こ、 まとるノこムゆ うしした こと就槻 乙た ことないん で一、長紛 ～ぎするか
な一っでい う不安ぱあ クまナげどね(契 い♪ノ の 氏♪
πやっぱ ク仕事が、出来 るか どうか っでごと 乙が不安ク でナね。あ、 い、与え られた仕
事が、 ちゃん とできるよ うκなれ るかな、 とかでまるかな、 とか るある し。 あ と…あ、
足 を引 っ張んな い、 とい うか…周 クを・ソ(急 氏♪
/「今/ま…身倉が ないですねやぱ ク。 首分 κ身信が持 でないって言ったぼ うが いいですか
ね、 ごめんなさい、 β分 に葺信が持 でない。 …多分仕事 ぱでぎると想づ ん です。 ぱい。
できることぱあ ると想 うん です。 うん。ただそれrで きることク を…ずっと遂行 しでい
ぐ身信がない6笑 い♪ノ`C氏 ♪
【就労す ることに自信がある】
【就労す ることに自信 がある】は、 〈就労 による心身面への影響 はない と思ってい
る〉、 〈働 くことや 自分 の生活 に不安はない〉、 〈施設 の作業で仕事 はで きると感 じてい
る>3つ のサブカテゴ リーか ら構成 された。
現在 の施設で作業等 に取 り組んだ経験か ら体力面に問題 はない と感 じていた り精神症状
に変化 が見 られないことから、 〈就労による心身面への影響はないと思 ってい る〉 とい う
意識が見 られた。
rまあぞ うですね、今、週5日 遭 っでま しで、体 力的 にぱ購 ないと想 ってで6笑
い♪ノ の 氏ク
/一備 神症状ぱ変 わらずフ なん とかやれ ると想 います。ぱ い、仕事が変 わ っでる。ノ
ω 氏♪
また、過去 に就労経験 があ る対象者 の中には作業等の参加 によ り仕事 自体はできると感
じてい る人 もお り、 〈施設の作業 で仕事 はできると感 じてい る〉 とい う意識が見 られた。
f6就労移行支援 をク やっでみ で一、 でぎるなとぱ想 ったん ですね。 とぱ想 った ム、ス
タ ソフさんtcる、 まあSi7tcまあ、 いつでる…就槻 でまますって言われ て、ノ ぐC氏♪
/}まあ ここ で現施設)に 来 で一、思 ったのぱ、ああ、やっぱ ク ξ仕事はク でぎるんだ っ
で想 ったの。ノ(賓 氏♪
【自身の就労 に関わ る他者への期待】
【自身の就労に関わる他者への期待】は 〈就労す る上 では人間関係が大事〉、 〈周囲の
支 え次第では就労 に挑戦 できると思 う〉、 〈病気 を理解 して もらえる場所で働 きたい〉 の
3つのサ ブカテゴ リーか ら構成 された。
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過去 に就労経験のある対象者か ら 〈就労す る上では人間関係が大事〉 とい う意識が見 ら
れた。就労経験 において人間関係 に悩んだ経験があ り、次に就労 をす る場合 は人間関係 を
重視 して選 びたいと感 じている。
rう一ん、不安… う'一一il>……やっぱ クノ丸!閉衡孫が黄 ぐなe)と・一、 うま ぐいか ないでナよ
ね。(希 望 するノ)蹴野孫7まク ど うレ、う入!閉罠7孫』… うん…億頼 され でる衡1孫、 とか… うん
一一。 まあ、あの、職貞Fとか、 こ う、上 司とか2ぞ ういう懲1じです、かね。あ とノまノ胃クの入
た ちと、 こ う、上手 ぐこう、ね、 うん、話 できた クとか。 うん 一。ノ(宥 氏♪
また、現行の支援 よ りももっと手助 けの厚い支援が欲 しい と望んでいた り周囲の人が応
援 をして くれ ることで就労に向けて勇気を出す ことができると考 えた りしていることか
ら、 〈周囲の支 え次第では就労に挑戦で きると思 う〉 とい う意識 も見 られた。
fなんか、就労移行 とか、障 害者翻 とか、 の前 に、 グンス テソプ、踏 め る、よ うな、
と クあえず葱用 じゃないでナげど一、なんか …働 ぐとい うことを考えなが ら一、勧 きな
が ら、 どうしでいげばいいのか なっでいラのを考え られ るよ うな、ぞ うい う、施設 な ク
霰 『があつでるいいのかなとぱ憩 ラよ うにな クま乙た。ノ ぐc氏♪
rどうなん でナかね え…やっぱ クいっぱい、溶援 乙でぐれ る方 が、必要 δやな いですか
6笑い♪友達 でるや、職買の方 で6、 大丈 夫だよっつっで壽っで ぐれ る方が、多げれば
傍 気ψご出 るクノ(E氏 ♪
精神障害者 であることを理解 して もらえる場所 で働 きたい と考 えていた り、少な くとも
最初 は精神障害者であることを明か して就労 したい と考 えてい ることか ら 〈病気を理解 し
てもらえる場所で働 きたい〉 とい う意識があることがわか った。
rまあそ 久 今のところぱぞ5け 一プンで就職 しよ うとク考え でます。ノ 《つ 氏♪
肪 気、あ病気、 ぱごラ、わかっで ぐれる所9〔 で働 またいクノ(tEXIi♪
【自分が就労す る姿が想像 できない】
【自分が就労す る姿が想像で きない】は 〈現施設で作業力等をもっと成長させてか ら就
労 を目指 したい〉、 〈就労に対す る具体的なイメージが少ない〉、 〈今 はまだ長時間の労
働 は無理だ と思 う〉、 〈精神障害者 ゆえに就労す ることが難 しいと感 じる〉の4つ のサブ
カテ ゴリーか ら構成 された。
就労経験がない対象者か ら就労す ることに進んでいかない意識の一つ として 〈就労に対
する具体 的なイメージが少ない〉が見 られた。 自身が就労す ることを具体的にイメージ し
たことがな く自分に どういった仕事がで きるかがわか らなかった り、就労することに収入
を得 ること以外 のイメージを持たなかった りす ることがわかった。
f(やっでみた い仕事内容 はク …まだ考え でないでナねそこまで。 ちょっとわかんない
ですげど 仲 略♪ ど うい う仕箏 でぎるか るまだ ちょっとわかんな いん ですよノ の 氏♪
/隔まあそ、 まあ一生潜 の、ためです。 でお金以外 の」面で何か変わ るかはク ラー……ん、
そ う、今ん とこ考 えでないです。ノ(Z)氏♪
また、 〈精神障害者ゆえに就労す ることが難 しい と感 じる〉 とい う意識が見 られた。精
神障害者ゆえに就労す ることが難 しい と感 じていた り、就労先の選択肢が少な く一般就職
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は叶 わな い夢 だ と捉 えた りして い る こ とが 自身 が就 労す る こ とを考 え に く くして い る と言
え る。
/一うん。 だ か ら一、 そ の、 まあ、 まあ好 まな仕事 に就 げれ ば一番 いいん で すげ ど一、 ま
あ、 ぞ う0や な い仕箏 で る、 る し、 そ うい ラ仕事 ～こ就 いた ら、 まあ一応 、 でき る範 囲1
で、 や っでみ る とか、 うん 、 るっ と探 しでみ る とか 一、 うん、 まあ… う一ん 、 まあ仕 事
ぱ い ぐらで るあ るか ら、 ね、 ただ、選 蝦 が そん な にな い、 と〆あ観っ でた な うが い いか
な っでノ(1ヲ氏♪
./一で瘡 ぱ 一、 る う、10年薄 想 なん です よ私 の中 でぱ。10年 諺 想 っ でい うか る う、 まあ
長 い、碍1摺で一、薄 想 っ てい う惹 味 で一、緯 想 っで い うか なん で雷 うん でナか その計
画?っ でい ラ惹=味で10年 計画 、薄 想 っ でぎ った ん で すげ ど一、6ラ 、10年』、20年 の、
計画 で、 あ の 一、 る ラそれ ぐらい、本 当フヒ変 なん でナ よ、 あ の 一、 一一般 の、 仕事 に、 る
ラー画唆 帰 す る っで い うのぼ。ノ 伊 氏ク
rでる、本.当、就職 っで い ラの ぼ ち ょっと一、 なん か、夢 み た いな話 、希 望 を遍 ク越 ム
で。 うん 一一。 夢 って い うか 、 なん でい うの この、希 望 の、希 皇1っでい ラ惹 味 の夢1じゃな
ぐで、 るう見 え な い夢』 うん、見 え な いっ でい うか なん で言 うの、遠 一 ぐとど、届 か な
い夢 っ で言 うの か な2ノ(F氏 ♪
以上のカテゴ リーを踏 まえて、本研究における地域で暮 らす統合失調症 を抱 える人の就
労 に対す る意識 を(図1)に 示 した。
【就労することを考える動機に関する意識】 を持つ ことで、 【就労す ることに前向きな
意向を持っている】や 【就労す ることに自信がある】 とい った就労に対す る前向きな意識
を抱いている。一方で、 【就労す ることに積極的ではない】や 【就労 を目指す時期が漠然
としてい る】 といった就労に対す る消極 的な意識 も抱いてお り、双方の意識 の間には 【就
労す ることに自信が持てない】、 【自分が就労す る姿が想像で きない】、 【自身の就労 に
関わ る他者への期待】 とい った意識が存在 し、それ らが就労 に向けて行動 に移す ことを阻
害 していた。
IV.考察
1.就 労 に向 けて行 動 に移 す こ とを阻 害 す る意 識
1)就 労に向けて行動に移 す ことを阻害する意識が生 じる理 由
本研究において、 【就労することに前向きな意向を持 っている】や 【就労す ることに自
信がある】 といった就労に対す る前向きな意識 と 【就労す ることに積極的ではない】や
【就労 を目指す時期が漠然 としている】 といった就労 に対する消極的 な意識の間に、 【就
労す ることに自信が持てない】、 【自分が就労す る姿が想像で きない】、 【自身の就労 に
関わ る他者への期待】 といった意識が存在 し、就労に向けて行動 に移す ことを阻害 してい
ることが明 らか とな った。就労 に対す る前 向きな意識 と行動化を阻害す る意識の間で葛藤
が生 じることで行動 に移す ことに後 ろ向きにな り、就労に対 して消極的にな っていると言
える。行動 に移す ことを阻害す る意識 を持つ に至 る要因は様 々であるが、今回の対象者か
らは、過去の就労経験の有無 が意識 を持つまでの過程で大 きく影響す ることが示 された。
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過去 に就労経験がある者 では、当時 の経験が現在の就労に対す る意識 に影響 を与 えてい
ると言 える。当時の精神障害 を抱 えていることを隠 して働 いていたために心身面の辛 さを
理解 して もらえなかった経験や、思 うように仕事ができず周囲から叱 られた経験 が想起 さ
れ、将来就労す ることを考えた際 に仕事を遂行 していくことに不安を感 じ、先へ進む こと
を躊躇 させている。 また、当時人間関係に悩んだ経験 から、次に就労 をす る場合 は人間関
係の良 さを重視 して選びたいと感 じている。就労に向けた支援において も、周囲のよ り多
くの人か ら応援 して もらいたい と考 えていた り現行の支援以上に密 な支援 を求めていた り
と人 との関わ りを強 く求めてい ることが特徴的であった。野坂(2014)によると、統合失調
症 を抱 える人の特徴 として コミュニケーシ ョンを取 ることが苦手 とい う点が挙 げられ る。
コ ミュニケーシ ョンが うま く取れないことで対人関係 に影響が及んでい ることで、就労 に
際 して も対人関係で苦労 していた と考 えられ る。
就労経験がない者 は、就労 に対す る知識やイメージの少なさが就労 に対する意識 に影響
を与えていると言える。就労 について自身であま り考 えた ことがな く、周囲の人から聞い
た話で就労のイメージを作 って しまいがちである。そのイメージを元 に抱いた希望 に対 し
て、就労を目指すために自分が どの ように行動 をすれば良いか具体的なステ ップがわから
ず、先 に進む ことができない。先 に進む ことができないことで就労す ることその ものがで
きるか不安 に感 じ、 自信 に繋が らない と考 えられ る。
2)周 囲の人か ら受 ける影響
就労に対する前 向きな意識を阻害す る意識 に至 る要因の一つ として、周囲の人の影響が
挙 げられ る。
本研究の対象者は、周囲の人の意見 に影響 されやすい とい う点が共通 して見 られた。就
労 に対 して前向きな意識 を述べ るが、実はそれ は両親や施設スタ ッフに言われた ことがそ
のまま自身の意識 として として置 き換 えられたものであ り、 自身の意見については、 よく
わか らない、あま り考えていない、等 と言 った返答が 目立 った。 自分の考 えではな く他者
からの助言 をそのまま自分の意識 と捉 えて しま うことから意識の具体性が欠けて しまい、
就労に対す る前向 きな意識 よりも自信 を持つ ことがで きない等の消極的な意識が勝 って し
まってい ると言 える。前述 の就労経験 のない者が就労に対す るイメージが湧 きにくい傾向
にあることも、就労 の経験 がない分 さらに周囲の人の意見が就労 について理解す る最大の
情報 となるため、 自分の意見 として置 き換 えられ、就労 に向けた意識 に作用 していると言
える。中村 ら(1991)は、対象者の 「働 きたい」 とい う声 は他人か らの圧力や批判の反映 に
よるものであった り、強迫的に考 えていた り、働 くことの価値 を肥大化、絶対化 している
可能性があ るため、 ケァ提供者は安直 に働 くことを進めた り要望 を引き受 けた りす ること
に慎重でなければな らない、 と述べてお り、 「働 きたい」 という声が本当に本人の思いで
あるのか注意 を向ける必要があるだ ろう。
また、今 回保護者 から何 らかの生活援助 を受 ける人を対象 とした こともあ り、両親の発
言が意識に影響 している様子が 目立 った。全対象者 の両親が共通 して対象者は無理 に働か
な くて良い と思っているが、 その思いに至 る経緯は対象者の就労経験の有無によって異な
ると言 える。就労経験がある対象者の両親 は、対象者が過去 に就労 して苦労を経験す る様
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子を見ていたため、また失敗 して症状悪化する くらいなら無理 に働かな くても良い と思っ
ている、 と対象者 は発言 してお り、就労経験がない対象者の両親 は対象者が就労 をした こ
とがな く生活 に支障がないため無理 に働 く必要はないと思 ってい る、 と対象者 が発言 して
いる。統合失調症 は青年期が好発年齢の疾患であ り、本研究の対象者 もほ とん どが若年で
発症 してい る。発症後 も親元 で生活 していることか ら、対象者 と両親双方 にとって も対象
者 が就労 をしない状況 は当た り前 の生活状況 となっている可能性 があ る。就労 したいとい
う気持 ちがあっても、両親か ら無理 に働かな くて良いと言われ ることで就労 に向いていた
意識 を弱めているのであろ う。
2.自 身 の生活 に対 す る焦 りの な さ
自身の生活に対する危機感の少 なさが就労に対す る意識 に影響 を与 えてい ると言 える。
現在 は保護者 から援助を受けて生活を してい るため保護者 がいな くなった場合の ことを
気に してお り、それが就労 に対す る意識 として表れてい る。 しか し、一方で今 はまだ生活
に困っていないことや両親が健在 であ ること等 を理由に、考えることを先延ば しにす る発
言 も多 く見 られ る。 自身のこの先の生活 について考えなければな らないとい う気持ちは少
なからず持 っているが、それ よりも現在の生活 を優先 しがちであ り、結果 として就労す る
ことを先延ば しに して しまっている。
将来の生活 について述べられる内容 に関 して も、現実検討能力が低 い と考 えられ る部分
が散見 された。現在 の作業所 の工賃等を貯金すれば両親 が亡 くなった後 も生活には困らな
いと考 えていた り、両親が残す遺産があれば生活 には困 らない と考 えてい る対象者 もい
た。 また、将来必要 となる生活費等 の知識が足 りない状態で考 え、問題がない と捉えてい
る対象者 も多かった。現在 の考 え方 のまま働 くタイ ミングを先延ば しに した場合、実際 に
自力で生活 をす る状況 に直面 した際に自分が考 えて きた計画 と実際がかけ離れて しまい、
対象者たちにとって不本意 な生活 を送 らざるを得 ない可能性 も考えられる。
3.就 労移 行 促 進 に 向 け た効 果 的 な支 援 へ の示 唆
本研究で は、 【就労す ることに自信が持てない】、 【自分が就労す る姿が想像で きな
い】、 【自身の就労 に関わる他者 への期待】の3つ の意識が就労移行促進 を阻害する意識
となっていることが明 らか となった。 この3つ の意識 に対するケアを行い意識 を弱めてい
くことが、地域で統合失調症を抱 える人たちが就労 に向けて行動に移 すことに繋が ってい
くと言 える。
関ロ(1973)は、就労の意義 について 「精神障害者 のRehabilitation(職業的更正)は 、
単 に、職業的能力を回復す るだけでな く、失われた自尊心や 自信 を取戻 し、劣等感や敗北
感か ら脱 して、積極的に環境 に適応 してゆ くことができるような精神的能力 を獲得 してゆ
くことを意味 している。」 と述べている。精神疾患 を抱 えなが ら地域で生活す る人 に対 し
て、就労は金銭だけでな く社会的 ・精神的能力 を獲得 してい く為 にも有効であるとい う理
解 を促 してい くことが、就労 を後押 しす る要因とな りうる。その際、ケァ提供者 は対象者
自身が自分 の人生 プランをどの ように考えているのかを共有 し、適宜必要な情報 ・支援の
提供を行 ってい くことも重要であ り、対象者 自身 もプランについて語 り、ケア提供者 から
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得た知識 を生 かすことで、 プランの中で就労 をどの ように位置付けてい くかを考 え、決め
ることで自身が就労する姿 を想像 しやす くな り、 自己効力感 も高ま り、就労 に向けて行動
に移 しやす くなるのではないだろうか。
また、対象者 の両親が抱いてい る対象者 の就労 に関す る想 いが、対象者 の就労 に対す る
意識 に影響を与えていることも明 らか となった。対象者 と共 に暮 らす両親 は、精神症状 が
落ち着 いている状態を維持 して欲 しい という思いか ら、就労によ り症状が悪化す る くらい
なら無理 に働かな くて欲 しい とい う思いを抱 く傾向にあ る。障害者の地域支援に関 して、
大浦(2016)、ベ ッカー,ド レイク(2004)、伊藤(2012)によると、アメ リカで開発 された生
活支援 プログラムのACT(AssertiveCommunityTreatment:包括型地域生活支援 プログラ
ム)や就労支援プログラムのIPS(lndividualPlacementandSupPort:個別職業紹介 とサポ
ー ト)においては、 どれだけ重い障害があった としても、障害者本人が望み、かつ可能な支
援であれば何で も支援 を行 う、 とい う理念 を大切 にしている。対象者 の就労 したい とい う
思いを何 よ りも大切 に してお り、対象者の状況 に合 わせてタイム リーな支援 を行 うことで
就労 につながる可能性 を見出 している。 しか し、 このような支援体制 と対象者 の両親が抱
く想いは噛み合っておらず、支援が両親のニーズ とは合 わなくなって しまう。ACTやIPS
の支援 には、家族支援 も含 まれ る。家族の不安を軽減す ることも非常 に重要であ り、対象
者 と家族 を繋 ぐ役割を看護師が担 うことは非常に大 きな意味があ ると言 える。両親 の不安
を軽減 させ ることで、両親 は対象者の身近なサポーター役 となる可能性があ り、そのこと
が対象者 をより就労 に向 けて行動 に移 す意識 につ ながってい くのではないだろ うか。
v.結 論
本研究 は、地域で両親 と共に生活 をしている青年期か ら壮年期の統合失調症を抱える人
の就労 に対する意識を質的記述的 に分析す ることによって、地域で生活 をしている青年期
から壮年期の統合失調症を抱える人 に対す る支援のあ り方 を検討することを目的 として行
った。本研究の結果 より、地域で生活する統合失調症 を抱 える人が就労 に向けて行動 に移
す ことを促すためには、就労 自体 が精神症状 の緩和の一助 になることを伝 えつつ、 自身の
人生 プランをケア提供者 とともに考 えながら就労の位置付 けを行 うことが対象者 に就労 に
向けて前向きな意識 を持たせ ることに繋が ると考 えられ る。 また、さらに両親 に対 して
も、対象者が就労す ることの不安 を取 り除 く支援 を行 い、両親 を対象者 の味方 にす ること
でよ り就労 に向けて行動 に移す ことを促す ことが可能 となるだろ う。
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資料
(表1)フ ェ イ ス シ ー ト
質問1 性別(男 女 )
質問2 年齢(歳 代)
質問3 統合失調症診断年齢 ( 歳代)
質問4 現在 は誰 と暮 らしているか (自 由記載 )
質問5 今までに就労経験 はあるか (あ る ない )
質問6 〔質 問5で 「あ る」)の場 合、働 いていた年数 ・時期 ( 自由記載 )
(表2)イ ンタ ビュー ガ イ ド
*「 自分 が働 くこ とにつ い て、 あなた は どの よ うに考 えて い ます か。」
①(い ずれ)働 きたい とい う思いはあ りますか。それはどうしてで しょうか。
② 「働 く」 ということに関 して、不安 に感 じることはあ りますか。
→あるとすれば、不安に感 じる具体 的な内容を聞かせてもらえますか。
③一緒に暮 らす ご家族か らは、 あなたが働 くことに関 して何か言葉 をもらった ことは
あ りますか。
→あるとすれば、 どのようなことを言われましたか。また、それを聞いて、
あなた はどのよ うに感 じましたか。
→ない とすれば、 ご自身ではご家族は どのよ うに考 えていると思いますか。
④ ご自身の今後の生活 について、 どのように考 えていますか。
(表3)対 象者概要


















































(表4) 「就労に対す る意識」 に関す るカテゴリー
カテゴリー サブカテゴリー コード
【就労することを考える動機に関する意識】
〈生活保護を受けたくないから就労を目指す〉
D-2生活保護に頼らず家賃や生活費は自分で稼ぎたい
D-13生活保謹を受けることが決まったことで働くことへの意識を持ち始めた
E-7生活保護1ま受けたくないから就労を臼指す
〈両親が健在のうちに就労をしたい〉
E-4両親が健在のうちに就職をしたい
E-19就職をする時期は決めていないが雨親の年齢は気にかかっている
F-15将来は両親の遣産と自身のアルバイト代で生活するつもりでいる
F」17両親が亡くなった後の将来については色 な々状況の可能性を考えて
A-10将来釣な目標は精神的にも経済的にも自立すること
く周囲の人に影響されたことで就労に関心を椅っている》
E-13両親に言われたから就労をしてみたいと思う
E-25施設から就職をしていった人たちに憧れを感じる
E-29施殴のスタッフから勧められて清掃の仕事と施設の掛け持ちに輿味が
《働くことは好き〉 日0働くことは好き
【就労することに前向きな意向を持っている】
く自分ができると思うタイミングで就労をしたい》
B-3成人なので社会に出て働いてみたい
C-1発症後しばらくは勤こうと思わなかったが数年前からは働こうと思って
例 働きたいと思っている
E-1そろそろ就職を始めてみたい
F-4仕事をすることに前向きである
(生活する上で働くことは大切である〉 C-8生活する上で働くことは大切である
く就労することについて目楳や希望がある》
D-6就労に向けて就労移行支援に行きたい
E-2A型で髄きたいと思っている
E-3溜掃や軽作桑の仕事がしたい
E-5一般の職場やA型に就労をすることが今後の生活プラン
F1以前働いていた時のように再び働くことが目標
F-8ようやく仕事に向けて動き出せているから生き生きしている
F-10両親が健在のうちは爾親力噛 廃をしている店で働くことも考えている
F司3アルバイトは経験が多いから自指すことができそうな目標
FL14アルバイトから社員登用に繋がるような就職が出来たら良いと思って
〈元気なうちは働かなければならない〉 E印9自身が元気なうちは働かなければならない
〈働かない時期に考えた思いを抱き続けている〉 F18働いていない時に抱いた働き方についての考えは今も変わらない
〈自分のためになるから働きたい〉
C-13働くことでの喜びを得たい
E-11自分のためになるから働く
E-12自分の趣味のためにも稼ぎたい
E-26就職して自分で稼いだ上で趣味もやれるようになることも目楳として考
えてはいる
【就労を目指す時期が湊然としている1
〈現在は就労することを焦っていない〉
A-1働くことよりもまずは精神的な自立が先
A-7働く事を焦りたくはない
C-7就労することだけに捉われず自分らしく生きることが大事
C印11生活に困っておらず働くことを焦っていない
E-16就労を始めることを鑛ってはいない
E-17再親がまだ健在だから働くことを焦っていない
P・3今は再就職することを焦ってはいない
くもし機会があれば働いてみても良いかなと思う〉
A-3将来的には隙害者羅用を目指したい
E-18軸く機会があれば働いても良いかなと思う
〈就労に向けて何も動かないことは不安〉
C嚇10何もせず暇を持て余すことは不安
F」7もっと早く仕事に向けて動き出したかった
く今はまだ行動に移していないが働く気はある》
O-12将来働く気持ちもある
F-5仕事に関する次の段階にはまだ進まないが仕事をすることから逃げて
いるわけではない
(就労を目指す時期は漠然としている〉
C舶5期限内に就職先を決めたくないから就労移行支援を受けることに抵抗
D-7就労移行支擬に行っても就労するまではまだしばらく時間がかかる
D一鱒就労移行支援に入る時期ははっきり決めていない
E州4数年以内に就職先を見つけなければならないと思う
E。19就職をする時期は決めていないが両親の年齢は気にかかっている
E-20就労は近いうちを想定しているが時期は漠然としている
【就労することに積極的ではない】
〈現在は就労に向けて活動する気はない〉
A-2現在は働くことよりも親往の施設での生活のままで良い
A-5現在の施設への参加日数や時閥は現状維待で良い
B-1施設のプログラムは楽しそうだから参加意欲があり就労は意臓してい
B-5将来働くための準備をすることはあまり考えていない
〈就労することに積極的ではない〉 8-7今はまだ働くことに対して積極的ではない
O-6自分の就労に対する気持ちは他の就労移行支援のメンバー より弱い
:生活状況によっては就労ではな〈生活保護受給も一つの方法だと思う〉 E-8自身の生活献況によっては生活保護を受けても仕方がないと思ってい
【就労することに自信が持てない】 〈就労することに自信が持てず先に進めない〉
葎4鮪けるかどうか自儒がなく半分諦めている
G-3仕事自体は出来るが他者から守られた場でなければ働く二とに自信が
持てない
D-9働くことができるか、長続きするかが不安
A-8就労する事を考えた時に与えられた仕事をちゃんとできるかどうか不安
E-22仕事が自分に含うかが不安
8-6まだ仕事の責任を取る自信がないから行動に移していない
E-27勇気が出ないから就労に向けて先に進めない
〈就労による心身面への影響に不安がある〉 A-9働くことで病気が得糞しないか不安
【就労することに自憺がある1
〈就労による心身面への影響はないと思っている〉 卜10体力はあるから就労する上で体力面は闘題ないと思っている
E-24精神症状は愚化することなく働けると思っている
く働〈ことや自分の生活に不安はない〉 F-11働くことや自身の生活に不安はない
く旛設の作業で仕事はできると感じている)
C-2就労移行支援で実際に勤いてみたら仕事はできると思った
F-9現施設で作業をしてみて仕事はできると患った
【自身の就労に関わる他者への期待】
〈就労する上では人閻関係が大事〉
C-4偽く上で人と関わることが鯖神的に疲れる
E-6実家の家業は人閣関係などが厳しくあまり勧きたくない
E-21働く上では人闇関係が大事
〈周囲の支え次第では就労に挑戦できると思う〉
C-9現行の支援を受ける前により低いハー ドルの支援を受ける機会が欲し
E-28勇気を出して就労に挑戦するには多くの人からの応援が必要
〈病気を理解してもらえる場所で働きたい〉
D-4最初は轄神障害を抱えていることを明かした上で勧く
E-23病気を理解してくれる場所で勤きたい
【自分が就労する姿が想像できない】
〈現施設で作桑力等をもっと成長させてから就労を目指したい〉
距6現在の施設での作業などをもう少しできるようにならなければならない
F」6現施設で学べることがまだあると思っている
(就労に対する異体的なイメー ジが少ない〉
B」2仕事には責任があるから大変そう
B-4自分が就労する事にっいて異体的にイメー ジをしたことがない
D鴨3働くことのイメー ジは遇5日通うこと
D-8働くことによる金銭面以外の変化については考えていない
D轍11自分にどういう仕事ができるかはまだわからない
〈今はまだ長時間の労働は無理だと思う〉
【}-5働く時闇は1日短時閥から始めて仕事に慣れたら延ばす予定でいる
D-12長時間の労働は今は無理だと思っている
〈精神障害者ゆえに就労することが難しいと感じる〉
E-15自分が選ぺる仕事の選択肢は少ないと思っている
F-2精神障害者として再び勤くことは難しいことだと捉えている
阿2就職をすることは叶わない夢だと思っている
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図1地域で暮らす統合失鯛症を抱える人の就労に対する意識
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